
 

 
クラブメンバーとＹＭＣＡスタッフの相互理解と親
睦を深めましょう。そして目的をひとつにしましょ
う。 

河口 裕亮  Ｙ・サユース事業主任 
（彦根シャトー） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

THE  SERVICE  CLUB  OF  THE  YMCA 


s Men’s

AFFILIATED  WITH  THE  INTERNATIONAL  ASSOCIATION  OF  Y’S  MEN’S  CLUB 

CHARTERED  JULY  9, 1947 

c/o KANAZAWA YMCA 44-1-201 SATOMI-CHO KANAZAWA 920-0998  JAPAN 

10月 クラブ活動状況 

第１例会（10月 21日 Fri.） 

 メ  ン：伊藤、数澤、幸正、西、南、山内 （6名） 

 メネット：伊藤、数澤          （2名）  

ﾒｰｷｬｯﾌﾟ : 吉川             （1名） 

ゲスト ; 長坂氏、島田氏、北村君    （3名） 

   

第２例会（10月 1日 Fri.） 

メ  ン：伊藤、数澤、幸正、山内      (4名) 

メネット：伊藤、数澤             （2名） 

 

ニコニコタイム            ７，０００円 

クラブファンド      累計   １２５, ２５０円 

 

ＢＦポイント 

切手         0ｇ   累計       150ｇ    

現金             0円   累計        0 円   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月例会 プログラム  

と き  2021年 11月 18日（Thu.）18:30～20:30 

ところ  ホテルトラスティ金沢 香林坊 

会 費    \3,000(会員は無料)  \2,000円(ﾒﾈｯﾄ) 

  司会 吉川與志子さん  

開 会 ・ 点 鐘        山内ミハル会長  

主 題        司 会 者 

ワ イ ズ ソ ン グ        一 同 

今 月 の 聖 句        吉川與志子さん 

ゲ ス ト 紹 介        数 澤 輝 夫 君 

食 前 の 感 謝        吉川與志子さん 

ス ピ ー チ        松 田 隆 一 氏 

    “私が興味を持ったこと、持っている事” 

ﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ         山内ミハル会長 

委 員 会 報 告  

ニコニコタイム        伊 藤 仁 信 君  

Ｙ Ｍ Ｃ Ａ の 歌        一 同  

閉 会 ・ 点 鐘        山内ミハル会長 

 

   

1１ 月間強調 2021 ASF YNCA サービス   

 

 

 

 

 

 

   

  

 

会 長 山内ミハル   会  計 幸正 一誠 

副 会 長 数澤輝夫   ﾒﾈｯﾄ会長 伊藤 悦子 

     伊藤仁信    中部ﾒﾈｯﾄ主査 

書 記 西  信之         数澤 淑子 

   

第一例会：毎月第三木曜日 18:30～20:30 

ホテルトラスティ金沢香林坊  Tel (076-203-8111） 

第二例会：毎月１日 17:30～20:00     

金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 2F （蔵） Tel (076-233-1311) 

 

 

国 際 会 長 主 題  「世界とともにワイズメン」  “Y’s Men with the World” 

アジア地域会長主題 「100年を越えて変革しよう」   “Make a difference beyond the 100th ”  

西日本区理事主題  「未来への挑戦」“Challenges for the future” 

中 部 部 長 主 題 「楽しくやろう ワイズの活動 地域とＹＭＣＡと共に」  

金沢クラブ会長主題 「奉仕活動の輪を広げよう」                                                                         

 

 

 

11月強調月間 

 

一切高ぶることなく、柔和で、寛容の心を持ちなさ

い。愛をもって互いに忍耐し、平和のきずなで結ばれ

て、霊による一致を保つように努めなさい。 

        エフェソの信徒への手紙 4章 2節～3節 

 

今月の聖句 （吉川與志子さん） 

）） 



 

  あなたは「着る」派？「掛ける」派？ 

幸正 一誠 

先日の事。東京出身の友人との会話で私が「寒くな

って来たので、布団を着て寝ている」と話した処、「布

団を着て寝るて、0どういう事？」と尋ねられた。「だ

から、ちゃんと布団を着て寝ないと風邪ひくよ！」と

の事だと話した処、友人曰く「布団を着る」て可笑し

と！東京では「布団は掛ける」と言うと仰る。さあ！

其処から布団の第一次世界「着る･掛ける」戦争が勃

発した。私も引かないが 奴も引かない。其処で、私

はこの様に説明した。自然豊かな我が故郷、羽咋では

「着布団」と「掛け布団」の二種類が有り､季節によ

り使い分けをしている。冬の寒い季節に使う布団は

「着布団」、夏に使用する布団は「掛け布団」と。だ

から「着る」は正しいと。すると、敵は毛布の場合は

どうか？と問うてきた。しぶとい、なかなか引かない。

私は「掛ける」とも「着る」とも言うと返事をした。

しかし答えながらふと思ったのだ。我が故郷、羽咋で

は季節により布団の呼び名を使い分けるのでは無く、

布団の厚みによって使い分けているのでは？と！夏

場に使うタオルケットやバスタオルなど薄手の生地

の物には「掛ける」。母はよく夏には「タオルケット

を掛けて寝ないとお腹冷えるよ」と。又「冬には「ち

ゃんと布団を着て寝ないと風邪引くよ」と言っていた

事を思い出す。それでも、敵は承服しかねている。し

かるに、心優しい私は、敵を打ち負かす事はせず一旦、

休戦を提案。其処から、私の情報収集が始まった。奴

に負ける訳にはいかない。人呼んで『ヘロゥ～ ヘロ

ゥ～大作戦』の開始である。古今東西、昼夜を問わず、

先輩 知人 仕事先と「ヘロゥ～ ヘロゥ～」と呼び

掛けた。最初はもちろん敬意を表し某クラブの仙台出

身の他称「木工屋のおやじ」ワイズへ。開口一番「掛

けるだなぁ～！着ると言わない」二番「着るとは袖の

ある物を差す、布団に袖あっか？」御最もである。北

陸地方ではと思い、富山出身のレストランシェフに問

えば「着るやちゃ～。掛けるとは言わんわ～。布団を

掛ける、そんな、だらなぁ～」。福井の漆器メ－カ－

の職業婦人に問えば「着るでしょうね でもね 子供

や他の人には掛けて寝なさいと言うかも？」。これで 

北陸地方は「着る」で１ポイント獲得。しかし、情報

を集めていると少し形成不利になって来た。秋田県は

「着る」。新潟県も「着る」。愛知県在住のえの友は

「着る」。おまけに「此の話は酒のつまみだがね！」

と。段々やばくなってきた。大阪代表は長男の嫁「お

父さん 両方使いますがな～」と少し安心。京都伏見

のお公家さん「両方使うとちゃうか？」と一安心。最

後、山口県は鳴海製陶の寮友は「着る」。そして一言

「おまえは相当ひまそう～だね！」うぅ～ん！！この

事から、「着る」「掛ける」の領域は関西かと？しか

し山口県がね～。翌日、敵の大将に私の情報を無料で

内容証明書付書簡にて、それも料金を惜しまず速達で

送付した。何と奴さんは無料メ－ルにて返信して来た。

内容は「我は、新潟のホッサマグナが境界と考える」

と。どうも敵大将は新潟を東京の属国と考えている様

子だ。然らば、これ以上論争しても結論が出ない。と

思っていたら、第 2メ－ルで古事を伝えてきた。『石

に布団は着せられぬ』（亡くなった親には孝行が出来

ない）。私に此の古事を送るとは、我『好敵手』も終

に、無言の内に布団は「着る」事を認めたと考え、『ブ

ラボｫ～！』と勝利を宣言した。 

みなさんは布団は「着る」派？ 其れとも「掛ける」

派？ これから、さぶ～い冬を迎えます。風邪など引

かないように冬布団をこっぽりと『着て』暖かくして

寝ましょう！！ 

 

  金沢クラブに入会して 

                 南 唯乃 

初めまして。先月金沢にて金沢ワイズメンズクラ

ブに入会させていただいた南と申します。入会に至

る経緯としては、お会いした時より何かとお世話に

なった日本基督教団金沢教会の山内さんに活動を

色々教えていただき興味を持ったのが最初です。そ

の後ご招待いただき毎月第 3木曜の集まりや、昨年

度のいも煮会へのボランティア参加などで時々お邪

魔していたのですが、そのいも煮会での、とあるお

子さんとの交流があまりにも楽しく非常に印象に残

り、こうした活動を続けたいと考えました。 

 半ば面白半分な動機で大丈夫なのかと、とても心

配なのでございますが、何かを始める際に「これは

どのくらい高い評価を得られるのだろう」といった

評価軸を無意識に挟んでなかなか着手できなかった

経験を私自身内省しており、ボランティアや会合で

ご一緒させていただいた会員の方々に大変可愛がっ

てもらったのもあって、楽しくかつ無理なく貢献で

きそうだと感じて仲間入りを致しました。 

 現在は動けることも限られ、また世界情勢的にも

コロナによる混乱が漂い、思うように何かをするの

は簡単ではないかもしれませんが、はっきりと将来



 

絶対やりたいと思っていることに、英語以外の言語

を複数習得してフリースクールのような場を、一回

でも設けられたらということがあります。正直、周

りに気を配ったり、誰かの面倒をみたりとすること

に成功経験がなく苦手な方だと思っていたのです

が、いも煮会での交流を経て、大人げないかもしれ

ない自分のやり方でも、しっかり楽しい空間を作れ

るのではという自信を得られました。純粋にボラン

ティアのみを主業務とする組織ではなく、包括的に

様々な活動を柔軟に行える点にとても魅力を感じて

います。よろしくお願いします。 

 

 

【10月例会報告】 

10 月に入ってから、コロナ感染状況も落ち着きを

見せ、およそ 1年ぶりに食事付きの例会を開催するこ

とができました。三密を避けるため、知人・友人を多

く誘うことはできず、なるべく会話を避けての食事で

したが、みんなでいただくお料理の味は特別でした。 

食事後、“建築あれこれ”と題して、株式会社長坂

組の代表取締役・長坂慎太郎氏の卓話をいただきまし

た。パワーポイントによって、はじめに生年月日、出

身校、職歴、家族、趣味等自己紹介がありました。 

続いて、長坂組は昭和 22年に祖父が木造大工から

はじめ、型枠大工となり、現在は建築一般に発展し、

現社長の長坂慎太郎氏は祖父、父、に次いで 3代目。 

建設と建築の違いについて説明があり、建設 

constructionとは建築物や道路・橋・ダム・堤防・鉄

道等といった土木作業による構造物をつくること、建

築 architectureは私たちの生活で身近なもの、家・

マンション・ビルを造る分野である。建築には様々な

構造があり、木造軸組工法、2×4 工法、プレハブ工

法、鉄筋コンクリート造、鉄骨造などがある。 

 工事現場には様々な職種の人が携わっている。土方、

左官、水道、電気、サッシ、型枠、とび、瓦職人、大

工、配管、内装、設備・・・等々。  

 建設業者としてはみんなでカタチに残るものを造

りたいと心がけている。過日完成した国立美術工芸館

や金沢最古の洋館等。この洋館を売りに出したところ

なかなか買い手が見つからなかったが、やっと 2億円

で飼い主がつき、外装のみ回収して見学会を開催した

ところ、2日間で元市長、現市長をはじめ 1万人を超

える見学者があった。 

 建設会社は指名・一般競争入札を経て受注し、工程・ 

 

 

品質・安全・予算管理を行っている。現在この建設業

界を取り巻く飲んだ伊賀 3店ある。 

① 高齢化・担い手不足  

55歳以上が 33.6％（全産業平均 28.9％） 

29歳以下が 11.1％（全産業平均 16.7％）             

   若い人に関心を持ってもらうために工業高校の

事業支援、各地のイベント協力、小学校での特

別授業等行っている。 

② 資材の高騰 

2009年から仮設費、躯体費、電気代、の高騰に

より純工事費が 2014年には 1割以上高騰してい

る。例えば丸太の価格は 2015年を 100とすると

2021年 5月では国内価格 120弱、輸入価格 105

強である。 

③ 新型コロナの影響により 

受注数 50.8％、従業員 12.0％、現場管理者

11.3％それぞれ減少している。 

今後力を入れていかなければならないこととして

業務の効率化、人手不足の解決、デジタル化があ

る。特にデジタル化はどんどん進みつつあり、今ま

で人手に頼っていた部分、例えば製図、遠隔業務な

ど効率がアップされている。 

 しかしながら、どんなに便利になっても 

 実践力（行動力、リーダーシップ、経験力） 

 体力（持続力、適応力、自己コントロール） 

 気力（チャレンジ精神、バイタリティー） 

松田隆一氏 プロフィール 

1942年生まれ 

北海道小樽出身 

ＮＴＴ研究所、 静岡県立大学、 金沢工業大学に勤

務 

趣味は絵画・彫刻、 クラシック音楽、 能の鑑賞 

東西の歴史、 特に戦国、 幕末の西欧との交流に

興味あり 

金沢の外国人向けヴォランティアガイド 

レオナルド・ダ・ヴィンチとドストエフスキーに関する

サイトを執筆中 

 



 

 

聖句・祈祷  牧師 

ブリテン   伊藤仁信君 

       数澤淑子さん 

    

 

 

 知力（論理的分析力、判断力、創造力、発想力） 

 コミュニケーション力（受容力、共感的理解力、

プレゼンテーション力） 

の人間力が必要不可欠であると締めくくられた。 

大変分かりやすく、楽しい講演でした。 

             （文責 山内ミハル） 

 

 

クリーンキャンペーンに参加して 

ＹＭＣＡ評議員 朝倉みゆき 

10月 16日(土) 8時 晴れ。金沢市主催のクリー

ンキャンペーンの一環に YMCA会員と YMCAを支援す

るワイズメンズクラブ会員に声掛けしていただき参

加しました。 

毎年の桜橋橋詰の鈴木建設の駐車場をお借りして

集まりました。伊藤仁信さん、數澤輝夫さん、數澤

淑子さん、山内ミハルさん、幸正一誠さん、朝倉秀

之、朝倉みゆきとメンバーが集まりました。幸正一

誠さんの感謝のお祈りが澄んだ空気の中に響きまし

た。 

「では…！」と市からいただいた竹箒、熊手、塵

取り、鎌と皆新しい道具を手際よく渡されて開始で

す。大きな竹箒を渡されて私は「魔女の宅急便」の

キキを思い出しました。頭の中に物語を思い出しな

がらＷ坂の階段に溜まった沢山の枯葉を掻き集めま

した。一番上の段を數澤淑子さんが掃き、伊藤仁信

さんは中程を掃き、横の石垣には蔓が延びて茂り、

幸正一誠さんが鎌で搔き取り、「明るくなった！」

と掃きながら山内ミハルさんが声を掛けていまし

た。そこへ平口哲夫さんが自転車で駆け付けてメン

バー8人になりました。 

石段を掃く人、溝を掻く人、ごみ袋に詰める人、

段取りの良い動きはこれまで続けてきた、いろいろ

な活動の力だと思って手を進めました。數澤輝夫さ

んはその様子をカメラに収めてくださいました。長

い蔓や枯葉の入った大きなごみ袋を一ヶ所に集め

「月曜日に市役所に連絡しときます」と幸正一誠さ

んが引き受けてくださいました。 

9時 20分頃、朝倉と私は次の予定が有り一足先に

失礼しました。8人元気に奉仕活動でき、感謝しな

がら駐車場を後にしました。 

 

【11月第二例会の報告】 

日 時 11月 1日 17：30～20：00 

場 所 金沢ニューグランドホテル カトレア 

出席者 伊藤メン・メネット、数澤メン・メネット 

    幸正メン、山内メン 

議 題 ① 11月ブリテン編集会議 

      11月 4日（木）13：30 

② 11月スピーカー 

      松田隆一氏 

③ 12月クリスマス例会について  

④ 11月の集金について 

CS 500円のみ集金します。 

 

～～～～～～お 知 ら せ～～～～～～～ 

☆CSの献金 

 500円集めます。 

 

☆秋の特別例会 

 コロナ禍の中、もうしばらく自粛することにし、

秋の特別例会は中止します。 

 

☆メネット報は次号に掲載します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  該当者はありません 

 

12月の担当 

 

Happy Birthday 


